（様式－９の１）
特定テーマに対する技術提案
	特定テーマ１
本市の既存ストックである自転車歩行者道について、新たな自転車通行空間のあり方を総合的に判断するため、自転車歩行者道で発生した事故の実態を確認する必要がある。公表されている事故データに加え、事故となる可能性のあった事案（ヒヤリハットや急減速の箇所、自転車の通行位置など）を分析して、自転車の潜在的な事故危険箇所についても確認する必要がある。
　また、事故と関係性が高いと思われる歩行者及び自転車、自動車の交通量や路線の特徴などから事故リスクを分析した上で、歩行者・自転車・自動車の通行に必要な空間を確認する必要がある。　
そこで、ビッグデータ等の利用データや整備効果、コストを考慮した上で、路線特性や実態に応じた最適な自転車通行環境のあり方（断面構成、交差点部、分離方法等）を検討する際の課題及びその解決方法とともに、検討プロセスと留意点、その対応策について述べること。

	




